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Ⅳ 事業等の概要 

 ＜農業部門＞ 

 １ 農業委員会等助成事業 

農業委員会における事業活動の強化と運営の適正化を図るため、組織関係費及び業

務費等を、市町を通じて助成します。 

＊ 平成２２年度実績   農業委員会交付金        ２０，１５０千円 

                             農地制度円滑化事業費補助金    ４，１０５千円 

  ＊ 平成２３年度計画   農業委員会交付金         ２０，４２４千円 

                （概算）     農地制度円滑化事業費補助金       －千円 

  平成２３年度計画の内訳                      （単位：千円） 

 四日市市 鈴鹿市 亀山市 菰野町 朝日町 川越町 

交付金 ５，４５１ ６，９５６ ２，６１６ ３，１８９ １，１１６ １，０９６ 

補助金 －  －     －  －  － － 

 

２ 農村地域計画総合推進事業 

「農業振興地域の整備に関する法律」に基づき、地域の農業振興を総合的に推進するた

め、市町が定める農業振興地域整備計画の適切な管理ができるよう支援します。 

 

３ 農林水産省所管国有財産管理事業 

旧自作農創設特別措置法及び農地法に基づいて国が取得した農地や開拓財産の確認

を行うとともに、農地または開拓が不適当と認められる財産の売り払い等処分を促進し

ます。 

  ＊ 平成22年度実績 事務取扱交付金200千円（四日市市80千円,鈴鹿市90千円,菰野町30千円） 

＊ 平成23年度計画 事務取扱交付金 170千円（四日市市80千円,鈴鹿市90千円） 

（面積：㎡） 

国有農地 

貸付地 未貸付 計 
開拓財産 

 

件数 面積 件数 面積 件数 面積 地区数 管理面積 

四日市市 2 1,675 8 2,975 10 4,650 8 63,097 

鈴 鹿 市 0 0 0 0 0 0 13 87,544 

亀 山 市 5 655 6 889 11 1,544 3 13,729 

菰 野 町 1 6,317 0 0 1 6,317 5 6,375 

計 8 8,647 14 3,864 22 12,511 29 170,745 
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４ 中山間地域等直接支払事業 

農地の多面的機能を確保するという観点から、生産条件の不利性を直接的に補正する

ため、条件格差の範囲内の一定額を農地耕作者に直接支払います。 

実施地区名：坂本、平尾、白木一色、萩原、沓掛、加太北在家、加太中在家 

＊ 平成２２年度実績    面積  496,463㎡ 

交付金（国費・県費）  亀山市   6,259,241円 

                                                （内国費  4,172,829円） 

＊ 平成２３年度計画    面積  516,463㎡ 

交付金（国費・県費）  亀山市   6,379,241円 

                                                （内国費  4,252,829円）  

 

５ 農地法に基づく許可事務 

農地法第３条、第４条、第５条の知事権限に係る許可事務を行います。 

なお、鈴鹿市、亀山市及び四日市市につきましては、農地法第４条、第５条の許可事務

（２ha以下）の権限が県から移譲されています。 

 

平成２２年度農地法関係事務処理件数               （単位：件） 

 ３条 
許可 

４条 
許可 

５条 
許可 

18条 
許可 

18条 
許可外 

その他 
関係 

小 
計 

 ４条 
届出 

５条 
届出 

届出 
小計 

四日市市 108 16 107 0 42 36 311  87 245 332 

鈴 鹿 市 139 22 133 142 61 382 879  93 210 303 

亀 山 市 44 9 72 0 5 4 134  0 0 0 

菰 野 町 42 9 44 0 41 8 144  7 11 18 

朝 日 町 5 
 

2 4 0 6 
 

5 22  5 11 16 

川 越 町 3 0 1 0 4 12 20  15 42 57 

計 341 58 361 142 159 449 1,510  207 519 726 
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６ 農業振興方向 
輸入の自由化による農産物価格の低迷と都市化の進行で兼業化が進み、担い手の高齢化、

後継者不足が深刻な状況にあって、多様な担い手の確保育成、農業構造の再編、地産地消・
食育、環境保全型農業の推進を中心に活動を進め、管内農業農村の健全な発展を図ります。 

(1) 多様な担い手の確保・育成 
ア 経営基盤強化促進事業の積極的な推進により、高度な技術と経営感覚を有し、他産
業並の所得が得られる自立経営体の育成を図ります。 

イ 次代を支える元気な担い手確保のため関係機関との連携により、指導農業士、青年
農業士等の協力のもとに、幅広い新規就農業者の確保を図ります。 

ウ 農村女性が経営や地域振興にかかる活動に積極的に参画できる体制づくりを進め、
重要な担い手として位置づけ、経営体のパートナーとしての育成を図ります。 

 認定農業者 ６２３経営体(三泗地区３２０経営体、鈴亀地区３０３経営体) 
 農業青少年 ２０名（三泗地区１０名、鈴亀地区１０名） 
 青年農業士 １８名（三泗地区 ９名、鈴亀地区 ９名） 
 指導農業士 ２８名（三泗地区１３名、鈴亀地区１５名） 
 農村女性アドバイザー ３７名（三泗地区１６名、鈴亀地区２１名） 

(2) 地域農業の構造再編 
ア 水田営農システムの確立に向けて意欲的な市町、ＪＡ、集落に対して重点的な支援
を行います。特に、農地及び農作業の流動化を促進するとともに、農業機械への投資
抑制や共同利用施設の有効利用を啓発し、自立経営体や多様な担い手組織の育ち得る
環境を整備します。 

イ 鈴鹿山麓地帯の茶については、乗用型やレール式等の高性能茶園管理機を導入する
ことにより、省力、低コスト生産を推進するとともに、環境にやさしい安全安心な茶
生産技術の定着を図ります。また、製茶工場の共同化など生産構造の合理化を推進し
ます。 

ウ 花木類については、周年出荷が可能であるコンテナ栽培を推進します。 
エ 施設園芸については、地域特性を活かした効率的かつ安定的な生産と所得を確保す
るため、省力、低コスト生産技術の普及定着を図るとともに、組織活動を活性化させ
多様な流通販売ルートの確保への取組を推進します。 

オ 露地野菜については、キャベツ・はくさいを重点品目として、普及推進を行います。
特に、水稲大規模農家及び茶・花木栽培農家の複合作物として、作付面積の拡大を図
ります。また、ファーマーズマーケット、契約販売等、多様な販売方式に対応した新
規品目の導入を進めます。 

(3) 地産地消・食育推進支援 
県民の食料生産を安定的に支えていくために、安全安心などの消費者ニーズに応じた

農産物を、地元で安定的に生産し、地産地消運動の定着と食育の推進を図ります。 
このために、生産段階での安全性や品質向上及び生産向上を目指した新しい技術導入

による経営改善を支援するとともに、新しい農業展開により消費者及び実需者のニーズ
に応える自立経営体の育成を図ります。 

(4) 環境保全型農業の推進 
化学肥料、農薬の投入量を削減するとともに、地域特性を活かし効率的かつ安定的な

生産を維持しつつ、環境への負荷を軽減するため家畜ふん尿等未利用有機資源を利用す
る環境保全型農業を推進します。このため、優良事例の紹介や展示ほの設置等によって
生産者・関係機関等の意識啓発を図るとともに、エコファーマーの認定、みえの農産物
表示制度の推進を支援します。 
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７ 普及事業の概要 

事業名 事業の目的 事業実施概要 事業年度 実施地域 

協同農業普及事業 経営感覚に優れた経営体の

育成、担い手農業者の育成確

保、産地育成指導等を行うと

ともに、普及指導員の資質向

上を図る 

 

・基本計画、普及活動計

画に基づく担い手農業者

支援 

・調査研究の実施 
・国及び県で実施する研

修への派遣 

 

 

管内全域 

集落営農組織企業

化支援事業 

集落営農組織が経営を円滑

に継承し、地域の水田営農を

維持・発展させることができ

るよう、経営管理の向上と法

人化を推進する 

・ 経営管理の向上支援 

・ 法人化支援 
H23～ 

管内全域 

 

獣害につよい地域

づくり推進事業 
地域ぐるみで獣害防止対策

に取り組む地区・集落を育成

し、獣類による農林作物の被

害軽減を図り、農林業者が安

心して農林産物を生産できる

ような体制及び地域づくりを

総合的に進める 

・獣害に強いモデル集落

の育成 

・研修会の開催等による

市町･地域への支援 H21～ 

管内全域 

 
８ 水田農業構造改革対策関係 

農業が、農業従事者の減少・高齢化、農産物価格の低迷などにより大変厳しい状況にある
なかで、所得を補償することにより農業経営の安定と国内生産力の確保を図り、もって食料
自給率の向上と農業の多面的機能を維持することを目的とする農業者戸別所得補償制度が導
入されました。 
平成22年度は戸別所得補償モデル対策として、水田利活用自給力向上事業及び米戸別所得

補償モデル事業が実施されましたが、平成23年度からは、水田作物に畑作物を対象に加え本
格実施されます。 
平成２２年度実績 米戸別所得補償モデル対策               （単位：円） 

戸別所得補償モデル対策（国直払い） 
 
  項目 
 
市町 水田利活用 

米戸別所得補
償の定額部分 

米戸別所得補償
の変動部分 

合計 

戸別所得補償
モデル対策 

事業事務費（国
補） 

四日市市 190,492,639 158,172,000 159,226,480 507,891,119 3,362,369 

鈴 鹿 市 271,428,031 130,858,500 131,730,890 534,017,421 7,118,217 

亀 山 市 28,825,929 17,728,500 17,846,690 64,401,119 1,970,000 

菰 野 町 234,632,332 125,142,000 125,976,280 485,750,612 1,368,611 

朝 日 町 12,238,335 8,650,500 8,708,170 29,597,005 34,009 

川 越 町 15,197,740 5,688,000 5,725,920 26,611,660 415,000 

計 752,815,006 446,239,500 449,214,430 1,648,268,936 14,268,206 
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平成２２年度実績  水田利活用自給力向上事業        （単位：円） 
 
項

目 
市町 

自給力向上戦略的
作物等緊急需要拡
大事業交付金（国
補：事務費含む） 

耕畜連携粗飼料増
産対策事業（国
補：事務費含む） 

作付拡大条件不利
補正対策事業（国
補：事務費含む） 

 四日市市 1,500,000 0 29,186,162 

 鈴 鹿 市 832,286 3,975,191 45,215,159 

 亀 山 市 1,500,735 0 2,491,695 

 菰 野 町 1,500,000 0 12,323,689 

 朝 日 町 0 0 1,612,149 

 川 越 町 0 0 164,088 

    計 5,333,021 3,975,191 90,992,942 
 

平成２２年度実績 米政策転換対応地域モデル実践推進事業（県単）    （単位：円） 
市町名 事業主体 事業内容 事業費 補助金 

川 越 町 川越町生産組合 実証ほ設置、啓発 374,860 165,000 

 
   平成２２年産市町別米の生産目標数量等                    

  
   区分 
 
市町 

生産目標 
数量 
(t) 

水稲作付
配分面積 

(ha) 

水稲作付面積 
（市町報告： 
判定前）(ha) 

（参考） 
平成 23 年産米の
需要量に関する
情報  (t) 

（参考） 
平成 23 年産
面積換算値

(ha) 

四日市市 8,949 1,838 1,809 8,968 1,842 

鈴 鹿 市 14,310 2,817 2,759 14,090 2,774 

亀 山 市 4,153 880 822 4,194 887 

菰 野 町 4,591 967 934 4,615 970 

 朝 日 町 348 74 73 348 74 

川 越 町 367 77 73 362 76 

 計 32,718 6,653 6,470 32,577 6,623 

  
 
９ 耕畜連携粗飼料増産対策事業（国補） 

飼料自給による畜産生産物の低コスト化を図るとともに、家畜排泄物を有効利用し、持続性
の高い資源循環型農業を推進するため、水田等における飼料作物振興について取り組みます。 

 
平成２２年度実績（取組面積助成事業分） 

地域協議会名 助成区分 取組面積(a) 事業費（千円） 補助金（千円） 

鈴鹿市水田農業推進協 わら専用稲   242 315 315 

資源循環 2,781 3,615 3,615 

畑不作付等へ
の新規拡大 

33 43 43 

議会 

   計 3,056 3,973 3,973 
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１０ 茶花き生産振興対策事業 
茶の新植及び改植をスムーズに実施するため、茶園の担い手への流動化及び環境負荷低減

のための土層改良モデル園を設置します。 
平成２２年度実績 伊勢茶リフッシュ支援対策事業（県単）    （単位：千円） 

市町名 事業主体名 事業内容 事業費 補助金 

四日市市 四日市茶業連合会 茶園の改植、土層改良等 402 71 

鈴 鹿 市 鈴鹿市茶業組合 茶園の改植、土層改良等 3,726 732 

亀 山 市 亀山市茶業組合 茶園の改植、土層改良等 234 23 

 合     計  4,362 826 

 
１１ 米、麦、大豆等に係る事業 

   需要動向に応じた優良種子の生産や品質向上対策などに取り組みます。 
ア 米、麦合理化対策 

管内採種ほ設置実績（平成２２年産） 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
イ 共励会等(平成２２年度) 
（ア）三重県麦作共励会 

・出品点数 管内 ２集団（菰野町１、亀山市１） 
表彰者  三重県農業協同組合中央会会長賞 菰野町 岡営農組合 
     全国農業協同組合連合会三重県本部県本部長賞 亀山市 山下営農組合 

（イ）三重県大豆経営改善共励会 
・出品点数 管内 １個人、１集団（鈴鹿市１、四日市市１） 
表彰者  三重県知事賞 四日市市 グリーンファームエムラ 

三重県米麦協会会長賞 鈴鹿市 太田孝一 
    ・第 39 回平成 22 年度東海ﾌﾞﾛｯｸ豆類経営改善共励会 東海農政局長賞 

四日市市 グリーンファームエムラ 
 
１２ 鳥獣害対策関係事業 

野生動物による農作物への被害が増加しているなか、住民の鳥獣に対する正しい理解と被
害対策のため、講習会の開催やモデル実証ほ設置、人材育成、侵入警戒態勢整備に取り組み
ます。 
 
平成２２年度実績 獣害に強い地域づくり支援事業（県単）       （単位：千円） 

市町名 事業主体 事業内容 事業費 補助金 

鈴鹿市 鈴鹿市 啓発活動、実証ほ、人材育成 417 200 

 
 

種子名 種子場 面積(単位 ha) 数量(単位 t)  品種 

菰野町 17.44     64.4 
コシヒカリ、あゆみもち、 
キヌヒカリ 水稲 

鈴鹿市      1.50      6.0 コシヒカリ 

大豆 菰野町         7.35      14.5 フクユタカ、すずおとめ 

麦 四日市       11.97      34.11 あやひかり 

麦 四日市 6.67      15.0 あやひかり（準種子分） 
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平成２２年度（実績）鳥獣被害防止総合対策事業（国補）         （単位：千円） 
市町名 事業主体 事業内容 事業費 補助金 

四日市市 四日市市 
啓発活動、講習会、警戒体
制整備等 

1,198 1,198 

菰野町 菰野町 
啓発活動、実証ほ、研修会、
警戒体制整備等、防止施設 

2,000 2,000 

鈴鹿市 鈴鹿市 
啓発活動、講習会、警戒体
制整備等 

2,000 2,000 

亀山市 亀山市 
啓発活動、実証ほ、研修会、
警戒体制整備等 

1,800 1,800 

 
 平成２２年度実績 獣害に強い集落づくり促進緊急雇用創出事業    （単位：千円） 

実施地区 事業主体 事業内容 事業費 
鈴鹿市西
庄内町北

畑 

県四日市農林商工環
境事務所 

緊急雇用活用による野生獣を寄せ付
けない環境整備（緩衝帯整備） 

2,835 

 
 
１３ リーディング産地強化新規参入受入体制強化緊急支援事業（県単） 
   既存産地を強化する実践活動、新規参入者の施設整備を補助するなど新規参入者の受け入 

れ体制整備を進めました。 
   平成２２年度                            （単位：千円） 

市町名 事業主体 事業内容 事業費 補助金 

 
四日市市 
 

 
三泗施設園芸振興協議会 
 

トマトハウス 
1 棟 1,468 ㎡ 

10,800 5,400 

鈴鹿市 鈴鹿農業協同組合 
アテモヤハウス 
 1 棟 396 ㎡ 

9,300 4,650 

四日市市 
鈴鹿市 

鈴四トマト研究会 
産地構造改革活動 
トマトハウス 
3 棟 5,772.4 ㎡ 

43,232.7 19,000 

計   63,332.7 29,050 

 
１４ みえの安全・安心農業実践モデル産地育成事業（県単） 
   多品目適量産地の育成を目指し、地位密着型のモデル産地の育成を推進します。 

平成２２年度                            （単位：千円） 
市町名 事業主体名 事 業 内 容 事業費 補助金 

四日市市 
三重四日市農業協同組
合 

農産物販売促進活動 
ハウス導入 3棟 558㎡ 5,551 1,637 

鈴 鹿 市 
株式会社 鈴鹿大地の
耕作人 

農産物販売促進活動 
料理レシピ集の作成等 

 1,693 765 

計    7,244 2,402 

 
１５ 口蹄疫緊急対策臨時交付金事業 
     宮崎県で発生した口蹄疫の県内侵入防止及び県民への不安払拭のための防疫措置を講じ 

ました。 
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平成２２年度実績                          （単位：円） 

市町名 事業主体名 事 業 内 容 事業費 補助金 

四日市市 四日市市 
口蹄疫予防のための消石灰配
布 

680,300 680,300 

鈴鹿市 鈴鹿市 
口蹄疫予防のための消石灰配
布 1,367,487 1,367,487 

亀山市 亀山市 口蹄疫予防のための消石灰配
布 

508,825 508,825 

菰野町 菰野町 
口蹄疫予防のための消石灰配
布 

327,150 327,150 

計   2,883,762 2,883,762 

  
１６ 農業資金関係 
（１）農業経営近代化資金融通事業 

農業者等の資本装備の高度化、規模拡大による経営の近代化・合理化に資するため、系
統農協、銀行が行う中長期かつ低利貸付に対し、利子補給を行い円滑な資金融通を図りま
す。 

 
利子補給承諾実績                                                   （単位：千円） 

資 金 平成２２年度 平成２1 年度 

区 分 
資 金 種 目         

件数 金  額 件数 金  額 
備  考 

  一 般                   － － － －  

農  内 建  構  築  物 － － － －  

   農 機 具 等 取 得 － － － －  

業 個 訳 セ    ッ    ト － － － －  

  大 臣 特 認 － － － －  

経  中 核 農 業 者 育 成 － － 3 36,080  

中 核 農 業 者 育 成 （ 特 例 ） 43 168,870 41 311,890  

特 定 資 金 － － － －  

農業経営負担軽減支援資金 － － － －  

営 
 
近 
 
代 

内
訳 振興経営資金（災害資金） － － － －  

化 

 
 
 
人 

小 計 43 168,870 44 347,970  

  一 般 － － － －  

資 共 内 建  構  築  物 － － －         －  

   農 機 具 等 取 得 － － － －  

金  訳 セ    ッ    ト － － － －  

 同 中 核 農 業 者 育 成 － － 1      68,440  

  小 計 － － 1 68,440  

合         計 43 168,870 45 416,410  
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（２）農業改良資金融通事業 
担い手が自らの創意工夫で農業経営を発展させるため、最新の技術、新規作物を導入し

たり、新たに農産物の加工、直販を始めるなど、農業改良措置を実施する場合に必要な資
金を無利資で貸付け、農業経営又は農家生活の改善を図ります。 

（単位：千円） 
平成２２年度融資実績 平成２１年度融資実績 

資 金 種 目 
件  数 金  額 件  数 金  額 

備   考 

農 畜 産 物 の 新 た な 
生 産 方 式 の 導 入 2 37,500 0 － 

 

合      計 2 37,500 0 －  

 
（３）経営体育成総合融資制度（スーパー総合資金制度） 

経営感覚に優れた効率的・安定的な経営体の育成に資するため、農業経営強化促進法の
農業経営改善計画等の認定を受けた農業者に、資金利用計画に即して規模拡大その他の経
営展開に必要な長期資金「農業経営基盤強化資金（スーパーL 資金）」や運転資金「農業
経営改善促進資金（スーパーS 資金）」を融通します。 

（単位：件） 
資金利用計画認定件数 四日市市 鈴鹿市 亀山市 菰野町 朝日町 

平成２０年度 13 19 2 1 － 
平成２１年度 7 22 1 1 － 
平成２２年度 29 17 3 1 1 

 

 


